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「
東
大
駒
場
友
の
会
」に
つ
い
て

会
長　

浅
島　

誠

こ
の
た
び
、
小
林
寛
道
前
会
長
の
後
任
と

し
て
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、
浅
島
誠
で

す
。「

駒
場
友
の
会
」
は
今
か
ら
十
二
年
前
に

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
育
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
の
精
神
を
愛
し
、
か
つ
て
駒
場
の
地

に
学
び
、
働
き
、
現
に
集
う
者
の
親
睦
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
東
京
大
学
教
養
学

部
、
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
、
大
学
院
数

理
科
学
研
究
科
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の

発
展
、
及
び
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
を
含
む
福
利
厚
生
の
向
上
に
寄
与
し
、
駒

場
の
地
に
ゆ
か
り
の
深
い
団
体
と
の
交
流
、

駒
場
の
歴
史
や
文
化
の
保
全
、
継
承
、
発
展

を
は
か
り
、
大
学
が
広
く
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
に
は
教
養
学
部
長
が
、
直
接
に
父

母
等
と
話
し

合
う
場
や
、

駒
場
の
施
設

見
学
等
も
含

ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
駒

場
の
学
生
達

や
教
職
員
が
主
宰
す
る
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
や

様
々
な
学
生
の
サ
ー
ク
ル
、
図
書
館
等
の
充

実
な
ど
で
、
東
京
大
学
に
相
応
し
い
環
境
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
駒
場
友
の
会
」
の
活
動
に

参
加
し
、
協
力
し
て
下
さ
る
方
々
が
年
々
増

え
、
現
在
で
は
四
、〇
〇
〇
名
余
り
の
多
く

の
会
員
を
擁
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
許
、
小
川
教
養
学
部

長
の
指
導
も
あ
り
、
今
ま
で
の
任
意
団
体
か

ら
、
一
般
社
団
法
人
へ
の
方
向
性
も
打
ち
出

す
と
共
に
、
村
松
先
生
を
中
心
と
し
た
事
務

局
の
体
制
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

「
駒
場
友
の
会
」
の
立
ち
上
げ
期
か
ら
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
山
本　

泰
先
生
が
ご
停
年
で

退
職
さ
れ
た
の
で
、
新
体
制
を
整
え
る
必
要

も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
、
引
き
続
き
旧
第
一

高
等
学
校
（
旧
一
高
）
や
東
京
高
等
学
校
の

卒
業
生
の
方
々
も
こ
の
組
織
の
仲
間
と
し
て
、

継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
名
称
も
従
来
の
「
駒
場
友
の
会
」

か
ら
「
東
大
駒
場
友
の
会
」
に
変
更
し
、
更

な
る
駒
場
に
お
け
る
教
育
・
研
究
環
境
の
充

実
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
理
事
会
や
事
務
局
の
先
生
方
を
は
じ

め
、
卒
業
生
、
御
父
母
等
の
皆
様
方
、
教
職

員
、
学
生
の
更
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。（

本
学
名
誉
教
授　

生
物
学
）

二
〇
一
六
年
度

学
部
長
と
の
懇
談
会

村
松
真
理
子

本
年
も
駒
場
友
の
会
の
メ
イ
ン
行
事
、
教

養
学
部
長
と
教
養
学
部
新
入
生
の
保
護
者
・

家
族
と
の
懇
談
会
が
、
四
月
十
六
日
（
土
）

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
駒
場
友
の
会
主
催
・
教
養
学
部
共
催
）。

今
回
の
新
た
な
試
み
は
、
例
年
の
五
月
で

は
な
く
、
首
都
圏
外
の
出
身
学
生
の
保
護
者

の
み
な
さ
ん
に
も
出
席
し
や
す
い
よ
う
入
学

式
直
後
の
週
末
に
日
程
を
設
定
し
た
こ
と
で

す
。
あ
わ
せ
て
よ
り
多
く
の
方
の
出
席
を
可

能
と
す
る
べ
く
、
収
容
人
数
が
大
き
く
、
駒

場
の
歴
史
を
象
徴
す
る
建
物
で
も
あ
る
「
九

〇
〇
番
教
室
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
マ
ン
・
ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
先
生
の
オ

ル
ガ
ン
奏
楽
と
、
駒
場
友
の
会
会
長
・
小
林

寛
道
本
学
名
誉
教
授
の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
続
い

て
、
教
養

学
部
長
・

小
川
桂
一

郎
教
授
の

講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
の

教
育
と
は

そ
も
そ
も

ど
の
よ
う

な
も
の
で

あ
る
べ
き

か
、
先
端

的
研
究
者

で
も
あ
る

教
員
が
集

ま
る
教
養

学
部
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
担
当
教
員
が
、
大

学
に
入
っ
た
ば
か
り
の
若
い
学
生
た
ち
に
専

門
研
究
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
か
。
近
年
の
「
役
に
立
つ
」「
役

に
立
た
な
い
」
学
問
と
い
う
区
分
け
を
超
え

た
、
一
見
役
に
立
た
な
い
よ
う
に
見
え
る
研

究
の
孕
ん
だ
大
き
な
可
能
性
や
先
端
性
こ
そ

が
、
駒
場
の
教
養
教
育
の
重
要
性
で
あ
り
魅

力
で
あ
る
と
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
な
が
ら

話
さ
れ
、
三
四
〇
余
人
の
参
加
者
の
新
入
生

の
保
護
者
・
ご
家
族
か
ら
は
と
き
に
笑
い
が

あ
が
り
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

九
〇
〇
番
教
室
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例

年
に
比
べ
準
備
期
間
が
短
く
事
務
局
と
し
て

実
は
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
多
く
の

若
手
教
員
を
含
む
二
〇
人
以
上
の
現
役
教
員

の
協
力
を
得
て
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
小

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
春
ら
し
い
天
候
の
下
、

九
〇
〇
番
教
室
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

一
号
館
の
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
正
面
玄
関

か
ら
階
段
を
上
っ
て
い
く
と
、
二
階
に
学
生

た
ち
が
将
来
の
こ
と
を
思
い
つ
つ
「
進
学
選

択
」
に
つ
い
て
相
談
に
訪
れ
る
進
学
相
談
所

が
あ
り
ま
す
。
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

た
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
る
そ
う
で
す
。
も
う
一
階
さ
ら
に
上
る
と
、

三
階
に
は
明
る
い
サ
ロ
ン
風
の
学
生
相
談
所

が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
生

活
の
疑
問
や
問
題
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
こ

と
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
こ
の
機
会
に
、
三

階
テ
ラ
ス
に
出
て
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門

会
報
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前
の
広
場
や
、
一
号
館
の
中
庭
な
ど
を
上
か

ら
の
視
点
で
見
て
い
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

展
覧
会
開
催
中
の
駒
場
博
物
館
や
図
書
館
と

い
う
、
駒
場
の
教
育
と
研
究
の
現
場
を
、
教

職
員
の
案
内
で
実
際
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
一
号
館
を
は
じ
め
と
す
る

教
室
棟
、
銀
杏
並
木
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
の

研
究
棟
・
研
究
室
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
の
後
は
、
昼
食
パ
ー
テ

ィ
。
ど
の
よ
う
な
環
境
で
、
学
生
生
活
が
支

援
さ
れ
て
い
る
か
、
教
職
員
の
顔
が
見
え
る

形
で
お
伝
え
し
、
食
事
を
共
に
し
な
が
ら
、

今
年
度
も
和
や
か
に
教
員
と
新
入
生
の
保
護

者
・
ご
家
族
と
の
懇
談
の
会
が
幕
を
と
じ
ま

し
た
。 

（
事
務
局
長　

本
学
教
授
）

総
会

五
月
二
一
日
（
土
）、
駒
場
友
の
会
総
会

が
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
の
議
案
が
、
小
林
寛
道
会
長
の
議
事
進
行

に
よ
り
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
二
〇
一
五
年
度
事
業
報
告

Ⅰ　

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開

催
（
共
催
・
協
賛
な
ど
は
一
部
の
行
事
の
み

を
記
載
）

一　

新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会
（
四
月
十
四

日
） 

二　

新
入
生
父
母
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談

会
（
五
月
十
六
日
）

三　

音
楽
演
奏
会
の
共
催
と
協
賛

四　

ロ
コ
モ
体
操
教
室
の
定
期
開
催

五　

ユ
ー
タ
ス
く
ん
学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
の
製

作
・
販
売

Ⅱ　

寄
付
事
業
の
推
進 

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
を
実
施
し
、
合

計
六
、
六
八
六
、
四
〇
〇
円
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
駒
場
図
書
館
、
三
鷹
国
際
学
生
宿

舎
、
ま
た
駒
場
祭
、
学
生
団
体
な
ど
学
生
の

活
動
へ
の
補
助
（
一
、五
五
三
、七
八
四
円
）、

駒
場
博
物
館
の
特
別
展
等
へ
の
支
援
等
の
寄

附
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
二
七
四
、一
四
七
円
）。

寄
付
支
出
総
合
計
、
三
、九
二
四
、〇
七
三
円
。

Ⅲ　

広
報
活
動

一　

会
報
第
二
五
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
十

五
日
）、
第
二
六
号
（
二
〇
一
六
年
三

月
十
日
）

二　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://tom
onokai.c.u-tokyo.ac.jp
Ⅳ　

二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
（
期
末
）
の

構
成
員
数

終
身
会
員
一
二
七
名
、
通
常
会
員
四
九
二
名
、

会
友
三
、
六
四
一
名
（
合
計
四
、
二
六
〇
名
）

一
高
同
窓
会
会
員
二
〇
二
名
、
東
高
同
窓
会

会
員
八
九
名

Ⅴ　

総
会
の
開
催
な
ど

一　

理
事
会
・
第
十
二
回
総
会
の
開
催
（
五

月
二
三
日
）

二　
「
事
務
局
運
営
会
議
」（
年
間
四
回
）

三　

一
高
同
窓
会
担
当
専
門
委
員
会
（
四
月

三
〇
日
）

四　

事
務
局
運
営
体
制
の
交
代

山
本
泰
教
授
が
三
月
末
東
京
大
学
退
職
に

先
立
ち
、
三
月
一
五
日
（
火
）
付
で
駒
場
友

の
会
事
務
局
長
を
退
任
。
後
任
は
村
松
真
理

子
教
授
。

② 

二
〇
一
五
年
度
決
算
報
告
［
Ｈ
Ｐ
参
照
］

③
二
〇
一
六
年
度
事
業
計
画

Ⅰ　

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

一　

新
入
生
父

母
と
教
養
学
部

長
と
の
懇
談
会

二　

学
生
選
抜

コ
ン
サ
ー
ト
へ

の
協
賛

三　

駒
場
友
の

会
主
催
「
味
覚

の
ア
ト
リ
エ

＠
駒
場 

」

四　

ロ
コ
モ
体

操
教
室
の
定
期

開
催
に
つ
い
て 

（
四
月
か
ら
九
月

ま
で
の
半
年
間

の
委
託
）

五　

音
楽
活
動
の
支
援
（
オ
ル
ガ
ン
委
員
会
、

ピ
ア
ノ
委
員
会
な
ど
が
開
催
す
る
演
奏

会
）

六　

駒
場
博
物
館
へ
の
支
援

七　

講
演
会
の
開
催
（
昨
年
度
ま
で
の
新
入

生
向
け
講
演
会
に
代
わ
っ
て
、
保
護
者

向
け
・
学
生
向
け
講
演
会
を
開
催
）

Ⅱ　

寄
付
事
業
の
推
進 

駒
場
図
書
館
へ
の
図
書
寄
贈
や
、
学
生
支

援
課
か
ら
の
希
望
を
も
と
に
し
た
寄
付
を
教

養
学
部
に
行
い
、
男
女
共
同
参
画
事
業
へ
の

支
援
や
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
、
三
鷹
国
際
学
生

宿
舎
等
の
勉
学
の
た
め
の
環
境
の
向
上
に
協

力
す
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
多
様
化
・

国
際
化
、
そ
れ
を
目
標
と
す
る
学
生
団
体
へ

の
補
助
等
は
、
事
務
局
運
営
会
議
に
て
審
議

2015 年度「学生のための寄付」使途明細
駒場図書館寄贈 1,345,926 円
北京大学交流プログラム補助 553,352 円
駒場祭協賛金 500,000 円
三鷹国際学生宿舎への寄付と院生会への補助 950,648 円
HCAP協賛金 300,000 円
駒場博物館 274,147 円
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し
決
定
す
る
。

④
二
〇
一
六
年
度
予
算
［
表
参
照
］

⑤
役
員
の
交
代
と
法
人
化
の
提
案

二
〇
一
六
年
度
の
役
員
お
よ
び
理
事

会
長　

浅
島
誠
：
副
会
長　

落
合
卓
四
郎　

板
東
久
美
子
：
理
事　

岩
田
喜
美
枝　

小
川

桂
一
郎　

風
間
勝
昭　

川
合
眞
紀　

木
畑
洋

一　

小
島
憲
道　

小
林
寛
道　

河
野
俊
丈　

蓮
實
重
彦　

松
本
健
：
監
事　

大
岸
良
恵　

長
谷
川
壽
一

近
年
の
入
会
者
数
の
大
幅
な
増
加
と
当
会

会
員
・
会
友
の
構
成
比
や
財
政
規
模
等
の
変

化
に
と
も
な
い
、
新
た
な
よ
り
ふ
さ
わ
し
い

運
営
方
式
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

駒
場
友
の
会
を
任
意
団
体
か
ら
一
般
社
団
法

人
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
二
〇
一
六
年
度

に
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
と
す

る
。

⑤
は
、
駒
場
友
の
会
の
今
後
に
関
わ
る
重
要

な
方
針
に
関
わ
る
も
の
で
、
総
会
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
理
事
会
で
の
審
議
を
経
て
、
新

た
な
社
団
法
人
と
し
て
の
定
款
案
と
と
も
に

提
案
さ
れ
、
こ
の
方
向
性
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
世
界
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」

を
読
む

山
内
久
明

在
職
中
か
ら
不
義
理
を
重
ね
退
職
後
二
〇

年
を
超
え
る
身
に
は
不
相
応
な
テ
ー
マ
で
寄

稿
す
る
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。『
ザ

・
タ
イ
ム
ズ
』
と
言
え
ば
一
七
八
五
年
創
刊

の
由
緒
あ
る
新
聞
な
が
ら
、
浮
き
沈
み
を
経

て
今
や
地
位
が
下
落
し
た
。
新
聞
本
体
と
は

別
に
、『
タ
イ
ム
ズ
文
芸
付
録
』
と
と
も
に

健
在
な
の
が
『
タ
イ
ム
ズ
高
等
教
育
付
録
』

で
、
そ
の
「
世
界
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の

始
ま
り
は
二
〇
〇
四
年
に
遡
る
。

二
〇
一
五
│

一
六
年
度
の
調
査
対
象
は
世

界
七
〇
カ
国
、
八
〇
〇
大
学
に
の
ぼ
る
。
計

六
項
目
（
総
合
、
教
育
、
国
際
、
企
業
資
金

収
入
、
研
究
、
引
用
）
に
つ
い
て
の
評
価
比

率
、
六
つ
（
工
学
、
医
学
、
生
命
科
学
、
自

然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
）
の
分
野

別
順
位
、
そ
し
て
総
合
順
位
が
示
さ
れ
る
。

一
位
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
、
二
位

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
三
位
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、

四
位
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
五
位
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
工
科
大
学
、
六
位
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
・

・
と
つ
づ
く
。
上
位
の
常
連
に
は
ア
メ
リ
カ

を
は
じ
め
英
語
圏
の
諸
大
学
が
目
立
つ
中
で
、

順
位
の
変
動
も
見
ら
れ
る
。
前
年
度
二
三
位

の
東
京
大
学
は
四
三
位
に
下
が
り
、
四
二
位

に
北
京
大
学
、
ア
ジ
ア
の
最
高
位
は
二
六
位

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
が
位
置
す
る
。

「
調
査
方
法
」
の
説
明
に
よ
る
と
、
自
己

申
告
資
料
を
厳
密
に
統
計
処
理
し
て
査
定
が

行
わ
れ
る
。
た
だ
、
規
模
の
違
う
総
合
大
学

と
分
野
が
特
化
さ
れ
た
大
学
な
ど
、
異
な
る

条
件
下
で
の
画
一
的
基
準
の
適
用
が
妥
当
か

ど
う
か
、
素
人
に
は
不
明
で
あ
る
。
異
議
申

し
立
て
に
よ
る
再
審
査
や
評
価
の
修
正
の
余

地
も
な
い
。
情
報
と
し
て
社
会
的
話
題
性
は

あ
る
が
、
拘
束
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
。

当
事
者
は
と
も
か
く
、
部
外
者
は
お
の
ず
と

醒
め
た
目
で
見
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
つ
て
筆
者
が
多
少
関
わ
り
の
あ
っ
た
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
（
四
位
）
と
東
大
を
比
較

し
て
み
る
。
資
料
と
し
て
示
さ
れ
る
学
生
総

数
、
学
生
対
教
員
比
率
、
留
学
生
比
率
、
学

生
の
男
女
比
は
、
東
大
二
六
、一
九
九
人
、

五
・
七
人
に
一
人
、
一
〇
％
、
男
女
比
は
非

表
示
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
一
八
、八
一
二
人
、

一
一
・
八
人
に
一
人
、
三
四
％
、
男
女
比
は

四
六
対
五
四
。
東
大
は
学
生
対
教
員
比
率
を

誇
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
前
期
課
程
全
学
生

を
擁
し
三
層
構
造
を
持
つ
駒
場
の
場
合
は
、

二
〇
人
（
以
上
）
に
一
人
か
と
想
像
す
る
。

半
世
紀
前
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
男
女
比
は
約

三
対
一
、
現
在
の
比
率
は
一
九
七
〇
年
来
二

〇
年
か
け
て
行
わ
れ
た
男
子
コ
レ
ッ
ジ
の
共

学
化
の
成
果
で
あ
る
。

総
合
、
教
育
、
国
際
、
企
業
資
金
収
入
、

研
究
、
引
用
の
六
要
素
の
評
価
は
、
東
大
七

一
・
一
、
八
一
・
四
、
三
〇
・
三
、
五
〇
・
八
、

八
三
・
〇
、
六
〇
・
九
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
九

二
・
八
、
八
八
・
二
、
九
一
・
五
、
五
五
・
〇
、

九
六
・
七
、
九
七
・
〇
、
工
学
、
医
学
、
生

命
科
学
、
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科

学
の
六
分
野
別
順
位
は
東
大
三
二
位
、
四
二

位
、
四
五
位
、
三
四
位
、
八
三
位
、
四
五
位
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
四
位
、
三
位
、
二
位
、
六
位
、

一
一
位
、
六
位
。
企
業
資
金
収
入
を
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
（
九
七
・
八
）
と
比
べ

る
と
、
東
大
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
も
に
相
対

的
に
低
い
が
、
大
学
の
基
本
で
あ
る
教
育
・

研
究
の
評
価
比
率
は
と
も
に
安
定
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
要
素
に
対
す
る
評
価
が
変
数
と

な
っ
て
順
位
を
左
右
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
及
び
お
互
い
が
双
生
児

の
よ
う
な
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
）
に
お
い
て
歴

史
上
の
異
な
る
時
期
に
創
設
さ
れ
た
三
一

（
三
八
）
に
の
ぼ
る
大
小
の
「
コ
レ
ッ
ジ
」
と
、

学
部
・
学
科
を
所
管
す
る
「
大
学
」
と
が
並

存
す
る
二
重
構
造
は
世
界
に
も
類
が
な
い
。

「
コ
レ
ッ
ジ
」
は
教
育
研
究
上
「
大
学
」
と

不
可
分
な
関
係
に
あ
る
が
、
国
家
予
算
に
依

存
す
る
「
大
学
」
か
ら
は
自
立
し
た
独
立
採

算
制
の
「
自
治
体
」
で
あ
る
。
多
分
野
の
学

生
・
教
員
が
と
も
に
、「
大
学
」
の
学
部
・

学
科
と
同
時
に
「
コ
レ
ッ
ジ
」
に
所
属
し
、

起
居
を
共
に
す
る
学
際
的
な
知
的
共
同
体
を

形
成
す
る
。
学
部
教
育
三
年
間
を
通
じ
て
学

生
と
教
員
一
対
一
で
行
わ
れ
る
個
人
指
導
は

各
コ
レ
ッ
ジ
が
所
管
し
、
こ
れ
が
教
育
の
核

で
あ
り
、
社
会
的
・
文
化
的
活
力
の
源
と
な

る
。
教
育
研
究
成
果
の
着
実
な
蓄
積
と
、
最

先
端
の
課
題
に
献
身
す
る
研
究
者
に
場
所
が

与
え
ら
れ
、
附
置
研
究
所
も
含
め
重
層
的
組

織
が
有
機
的
に
連
動
し
て
機
能
す
る
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
）
に
お
い
て
、

評
価
序
列
は
目
標
で
は
な
く
結
果
と
し
て
つ

い
て
来
る
も
の
で
あ
る
。

Brexit

が
決
ま
っ
た
翌
日
、
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
総
長
（Professor Sir Leszek 

Borysiew
icz　

免
疫
学
・
科
学
行
政
）
は

離
脱
を
遺
憾
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ

てEU

か
ら
の
留
学
生
・
研
究
者
を
守
る
固

い
決
意
を
表
明
し
た
。
世
界
の
大
学
と
し
て

の
揺
る
ぎ
な
い
使
命
感
が
読
み
と
れ
る
。

（
本
学
名
誉
教
授　

イ
ギ
リ
ス
文
学
）

再
び
駒
場
に

石
川
亜
実

昨
年
の
四
月
に
教
養
学
部
に
配
属
さ
れ
て

か
ら
一
年
五
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

今
か
ら
約
六
年
前
に
前
期
課
程
（
大
学
一
、

二
年
生
）
を
修
了
し
て
以
来
、
駒
場
キ
ャ
ン
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パ
ス
を
訪
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
教
養
学
部
へ
の
配
属
を
機
に
、

五
年
振
り
に
再
び
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離
れ
て
い
た
五
年
間

の
う
ち
に
、
在
学
時
に
工
事
中
だ
っ
た

21K
O

M
CEE

の
両
棟
が
竣
工
す
る
な
ど
の

変
化
は
あ
り
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

多
く
は
当
時
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
生
協
の
前
で
ダ
ン
ス

の
練
習
に
励
む
学
生
や
、
学
食
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
勉
強
や
雑
談
す
る
学
生
の
姿
も
、

春
の
桜
も
秋
の
銀
杏
並
木
も
、
私
の
在
学
時

代
と
同
様
の
風
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と

自
分
の
学
生
時
代
の
記
憶
が
思
い
起
こ
さ
れ

ま
す
。

昨
年
、
教
務
課
前
期
課
程
係
に
配
属
が
決

ま
っ
た
と
き
に
は
、
懐
か
し
さ
と
と
も
に
不

安
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
教
務

関
係
の
業
務
は
初
め
て
で
し
た
し
、
窓
口
業

務
以
外
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
る

の
か
を
具
体
的
に
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
呑

気
に
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い
た
学
生

の
頃
は
、
教
務
課
の
窓
口
ど
こ
ろ
か
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
棟
に
足
を
踏
み
入
れ
た

こ
と
す
ら
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

実
際
に
身
を
置
い
て
み
る
と
、
教
務
課
で

は
実
に
驚
く
ほ
ど
多
岐
に
渡
る
業
務
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
時
間
割
の

編
成
、
学
籍
・
履
修
・
成
績
の
管
理
、
定
期

試
験
の
運
営
…
学
修
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
業

務
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
や
春
休
み
を
除
い
て
、
教
務
課
の

仕
事
の
多
く
は
学
事
と
共
に
進
ん
で
い
き
ま

す
。
春
に
は
新
入
生
を
迎
え
る
準
備
を
し
、

各
セ
メ
ス
タ
ー
・
タ
ー
ム
の
始
め
に
は
履
修

相
談
に
来
る
学
生
が
窓
口
の
前
に
列
を
作
り

ま
す
。
定
期
試
験
が
近
づ
け
ば
手
配
を
行
い
、

試
験
が
終
了
す
れ
ば
成
績
を
発
表
し
ま
す
。

夏
に
は
進
学
選
択
、
冬
に
は
大
学
入
試
の
運

営
に
も
携
わ
り
、
そ
し
て
ま
た
春
が
や
っ
て

き
ま
す
。

学
生
時
代
に
は
一
年
の
中
の
数
あ
る
出
来

事
の
一
つ
と
し
て
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
様
々

な
学
事
で
す
が
、
い
ま
で
は
一
つ
一
つ
、
噛

み
し
め
る
よ
う
な
思
い
で
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
同
時
に
、
自
分
が
学
生
だ
っ
た
と

き
に
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
し
て
い
た

学
生
生
活
が
、
実
は
目
に
見
え
な
い
様
々
な

人
の
尽
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

勿
論
、
窓
口
も
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
す
。

学
生
と
教
員
を
繋
ぐ
役
目
を
果
た
す
こ
と
や
、

問
題
や
悩
み
を
抱
え
て
来
訪
す
る
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
教
務
課
の
役
割
で
す
。

窓
口
で
晴
れ
や
か
な
顔
を
し
て
帰
っ
て
い
く

学
生
を
見
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
が
、
時
に
は

厳
し
い
内
容
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
各
々
の
学
生
に
は
様
々
な

人
生
が
拓
け
て
お
り
、
そ
の
人
生
を
歩
む
上

で
、
進
路
な
ど
数
多
く
の
選
択
を
重
ね
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
カ
ウ
ン
タ
ー
越

し
の
学
生
を
通
し
て
自
分
の
学
生
時
代
を
見

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。
そ
の
選
択
に
少
し
で
も
関
わ
る

内
容
を
伝
え
る
と
き
は
や
は
り
責
任
を
感
じ

ま
す
。

駒
場
を
離
れ
て
い
た
五
年
の
う
ち
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
学
事

暦
の
変
更
は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
の
科
目

（FLO
W

やA
LESS/A

）、
初
年
次
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
、T

LP

な
ど
、
在
学
時
代
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
科
目
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
で
き

ま
し
た
。
新
設
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
シ
ラ

バ
ス
を
読
む
と
、
改
め
て
面
白
そ
う
に
感
じ

る
科
目
や
、
学
生
時
代
に
は
敬
遠
し
て
い
た

分
野
で
も
、
今
な
ら
履
修
し
て
み
た
い
と
思

う
科
目
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま
す
。

同
じ
も
の
で
も
、
立
場
を
変
え
て
関
わ
る

こ
と
で
様
々
な
魅
力
を
発
見
し
た
り
、
そ
れ

ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
新
鮮
に
映
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
前
期
課
程
に
「
学

生
」
と
「
職
員
」
と
い
う
異
な
る
立
場
で
関

わ
っ
た
こ
と
で
、
い
ま
、
そ
の
奥
深
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
教
務
課
で
は
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
が
頻
繁
に
あ
り
ま

す
。
学
生
時
代
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
た

先
生
と
再
び
お
会
い
し
、
立
場
を
変
え
て
お

話
で
き
る
こ
と
は
嬉
し
く
、
感
慨
深
く
も
あ

り
ま
す
。（
で
す
が
同
時
に
、
や
は
り
学
生

時
代
の
こ
と
を
思
い
出
す
の
か
、
と
て
も
緊

張
し
て
し
ま
い
ま
す
。）

日
々
の
業
務
以
外
に
も
様
々
な
発
見
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ピ
ア
ノ
委
員

会
が
年
二
回
ほ
ど
主
催
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
演
奏
会
や
、
駒
場

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
「
味
覚

の
ア
ト
リ
エ
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

学
生
時
代
に
は
知
る
機
会
の
な
か
っ
た
素
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
魅
力
溢
れ
る
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

こ
れ
か
ら
ま
た
ど
ん
な
新
し
い
発
見
が
あ
る

か
楽
し
み
で
す
。

（
二
〇
○
八
年
文
科
三
類
入
学
、　　
　
　

 

二
〇
一
二
年
文
学
部
行
動
文
化
学
科 

社
会
心
理
学
専
修
課
程
卒
業
）
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